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【講演内容】 
頚椎神経根症に対する顕微鏡視下頸椎前⽅椎間孔拡⼤術は頚椎後⽅椎間孔拡⼤術と相反

して頸椎前⽅より頚椎神経根を除圧する術式である。後⽅法はわが国の整形外科領域で

は広く⾏われているが前⽅法については最近脳神経外科領域で⾏われるようになって来

た。その第⼀⼈者は脳神経外科の脊椎外科医の⼟屋直⼈先⽣である。 

本⼿術⼿技ビデオ講演は１９００例に及ぶ⾃験例に基づいて作成したものである。 

臨床症状、画像所⾒、超⾳波による神経根ブロックなどで罹患神経根を診断する。全⾝

⿇酔下で仰臥位で⾏う。頚椎前⽅より特定された uncus を慎重にハイスピードドリルで

削り⾻性及び軟部組織を除去することによって特定された神経根を前⽅より除圧する。

椎間固定は⾏わない。椎⾻動脈が近傍を⾛⾏するので細⼼の注意が必要である。 

図-1）は C6/7 の左 C7 神経根症の術前術後の MRI と CT 画像である。 

図-２は過去の頸椎前⽅固定術後に遺残した症例に対する MacF 除圧術前後の CT 画像で

ある。 

 

【受講者へのお願い】 
MacF の適応、成績、合併症については講演者に直接質議していただきたい。 

このビデオ講演とその後質疑応答にのみでは⼿術⼿技を理解するのは困難であると思わ

れる受講者は⼟屋医師の⼿洗い⼿術⾒学が可能である。申し込みの受付は当⽇⾏います。 
 
 
 
 
 
 



図―１ 

  
図―２ 

 



 

 

 
募集⼈数：10 名  
応募資格：TeleOSprogram 会員（無料） 
応募期間：２０２３年１2 ⽉ 16 ⽇より 
応募⽅法： ①⽒名、➁所属施設名と所在地、③メールアドレス、④携帯電話番号を 
teleos-office@jpstss.jp 宛に送付する 
受講料：無料  
 
 


